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1. はじめに

自動車車体の防錆性能向上のため，合金化溶融亜鉛めっ
き鋼板（GA）が，自動車用防錆鋼板の主流となっている。
これまでに GAのめっき皮膜構造と特性について，多くの
研究が報告されている 1）。
一方，GAの適用用途を難成形部品などへ拡大していく
上で，プレス割れなどのプレス不良を解決するために，GA

表面の摺動特性を向上させることが重要な課題となってい
る。最近では，大型パネルの一体成形，高張力鋼板の採用
拡大などを背景に，摺動特性に優れた高潤滑性 GAの要求
がますます高まってきた。

JFEスチールでは，GA表面の摺道特性の向上について
研究開発を行った結果，従来の固形潤滑皮膜を被覆する方
法とはまったく異なる発想で，ナノメートルスケールのレ
ベルでの GAの表面改質技術により，新たに潤滑特性に優
れた「JAZ®」を開発した。ここでは「JAZ®」のプレス加工性
を中心に品質特性を紹介する。

2. JAZ®の基本コンセプト

GAのプレス加工性は，（1）めっき層，（2）めっき表層
の吸着物・酸化物などの因子，（3）GAの表面に被覆・形
成させた固形潤滑皮膜などによって影響を受ける（Fig. 1）。
これまで，GAの摺動特性を向上させるために，（3）の
固形潤滑皮膜を GA表面に被覆する方法が研究され，摺動
特性に優れた GAが適用されてきた。たとえば，GAの表
面に Fe含有率の大きい Fe-Zn合金電気めっきや Fe-P電気
めっきを施した 2層型合金化溶融亜鉛めっき鋼板（2層
GA），リン酸塩処理皮膜や Ni系の無機系潤滑皮膜 2），有機
系潤滑皮膜などの固形潤滑皮膜を形成させた鋼板がある。
本開発では，GAと金型（工具）との凝着 3）の抑制を目

的として，従来とは異なる発想で，（2）の GA自体の表面
を改質・制御することに着眼し，研究開発を行った。その
結果，独自の GA表面改質技術を開発し，摺動特性に優れ
た高潤滑 GA鋼板「JAZ®」の開発に成功した。

3. JAZの品質特性

3.1 潤滑特性

Fig. 2に，平板摺動試験法（塗油条件）による JAZ®と
GAの摩擦係数を示す。JAZ®は GAと比較して低い摩擦係
数を有し，摺動特性に優れている。

Fig. 3に無塗油条件下での摩擦係数を示す。JAZ®の摩
擦係数は GAと比較して摩擦係数が著しく低下しているこ
とから，JAZ®の表面改質層が金型との凝着を抑制する効果
を発揮しているものと考えられる。
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Fig. 1  Concept of newly developed product “JAZ®”
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Fig. 2  Frictional property of GA and JAZ®
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3.2 プレス成形性

JFEスチールの 1 200 tプレス試験機を用いて，フロント
フェンダーのモデル金型による実プレス成形試験を行った
(Fig. 4)。現行 GAでは成形可能範囲が 5 tであるのに対し
て，JAZ®では成形可能範囲が 20 tと格段に広がっており，
実プレス成形性が向上していることを示している。

3.3 その他の品質特性

Fig. 5にスポット溶接性（最適電流範囲，連続打点試験
（電極寿命））の結果を示す。最適電流範囲，連続打点性と
も，JAZ®は GAと同等の特性を有している。
この他，接着性，リン酸塩処理性，電着塗装性，耐食性
についても，JAZ®は GAと同等の品質性能を有している。

4. おわりに

JFEスチールは，独自の表面改質技術によって，優れた
摺動特性を有する高潤滑 GA鋼板「JAZ®」を開発した。
JAZ®は実プレス成形において優れたプレス成形性を有して
いる。また，JAZ®は，その他の品質特性（スポット溶接性，
接着性，リン酸塩処理性，耐食性）について GAと同等の
品質特性を有している。

JAZ®の特長として，重金属元素などを含まないため，環
境に優しい商品であることがあげられる。また，用途とし
ては，サイドパネル，フェンダー，ドア，ホイルハウスな
ど，自動車車体用の成形が難しい外板および内板などに適
用が可能である。

JFEスチールでは，JAZ®を自動車用高潤滑性 GA鋼板の
主力商品と位置付け，東日本製鉄所（千葉地区）と西日本
製鉄所（福山地区）での量産体制を確立し，複数の自動車
メーカー向けに本格的に供給を開始した。また，広州 JFE

鋼板有限公司の溶融亜鉛めっきライン，西日本製鉄所（福

山地区）第 4溶融めっきラインでも設備化を完了しており，
今後供給を拡大する予定である。
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Fig. 3  Coeffi cient of friction without oil
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Fig. 5  Spot weldability of JAZ® and GA


